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研究成果の概要（和文）：(1) 医療機器や病院設備による電磁ノイズと、LEDによる医用テレメータの受信干渉
を調査した。またPLCを医療に安全に導入するガイドライン案を実験に基き作成し高速電力線通信協会に提言し
た。(2) 電波環境協議会の専門部会での活動、総務省各総合通信局の依頼による講演等を行い、総務省の「医療
機関における『電波の安全利用規定(例)』」に取り入れられた。 (3) 特定周波数帯のみを遮へいする技術をシ
ミュレーションし、周波数特性と空間特性の解析により有効性を示した。
成果：英文論文3編、和文論文2編、国際会議発表13件(うち招待講演2件)、国内学会発表21件。

研究成果の概要（英文）：(1)Electromagnetic interference investigation among medical devices, welfare
 instrument, and various kinds of equipment in a hospital: We investigated interferences with 
medical telemeter by LED lamps. Also, we proposed guideline for introducing PLC to a hospital 
safely, based on the experiment. (2)Examination and common knowledge of a procedure towards safe 
introduction of the wireless communications in a hospital; By our activity in the expert committee 
of EMCC Japan and by lectures requested by MIC, our proposal was taken in by "the safe Acceptable 
Use Policy of the electric wave in a hospital(example)" of the MIC. (3) The functional enhancement 
of an electromagnetic propagation simulation: We simulated the shielding technology for only a 
specific frequency band, with analysis of a frequency characteristic and space characteristics.
Results: 5 papers (3 in English, 2 in Japanese), 13 international conference presentations (2 were 
invited), 21 domestic conference presentations.
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１．研究開始当初の背景 
医療機器の導入が広範囲に進み，各機器は

小電力駆動かつ電子制御となりつつある。医
療機関内では医療情報システムへの無線
LAN の導入や，医療職への移動体通信導入が
拡がりつつある。 

無線通信の導入は患者情報の即時かつ正
確な共有に有効であるが，一方で無線を導入
する環境としての電磁環境は顧みられるこ
とが少なく，通信途絶などの発生により患者
の生命に危険が及ぶなどの事例が見受けら
れる。さらに，無線通信が先に導入された環
境に医療機器が持ち込まれるケースが今後
も増えると考えられる。 
 
２．研究の目的 
医療機関と福祉・介護施設のみならず，近

年特に推進されている在宅医療も含む環境
において，医療機器・福祉機器・介護機器を
安全に動作させるための環境を総合的に検
討すると共に，導入が進む無線通信との両立
を図ることで，安全かつ効率的な医療の遂行
を可能とすることを目的とする。 

本研究が予定する具体的目標は次の通り
である。 
1. 医療機関への無線通信導入 (特に無線

LAN)の現状を把握すると共に，「医療電
磁環境」の概念について周知を図ること 

2. 在宅での利用も進みつつある医療機器の
安全な使用環境を構築することにより，
医療の質・安全性・信頼性を高めること，
特に一般家庭や福祉施設など，JIS の医
療電源関連規格の対象外となる場所にお
ける医療機器の安全な使用環境について
検討し，提言すること 

3. 無線通信の安全な導入手順を確立するこ
とによって医療の効率を高め，また患者
の生活の質を向上させること，およびそ
の一環として電磁界伝播シミュレーショ
ンを導入手順に取り込み，シミュレーシ
ョン自体の精度と効率の向上を図ること 

4. 無線通信の導入により，少子高齢化時代
の医療，福祉，介護において効率化を図
ること 

 
３．研究の方法 
 目標達成に向け，以下の項目に大別される
内容を実施予定とした。 
[1] 医療電磁環境の概念と安全な無線通信導

入手順についての周知 
[2] 医療機器・福祉機器と各種設備(電気設備

や空調設備)の電磁干渉の有無の調査 
[3] 医療における無線通信技術導入例の実証

と導入の利欠点の整理 
[4] 電磁界伝播シミュレーションを含む無線

通信の安全な導入手順の検討 
[5] 電磁界伝播シミュレーション自体の精度

と効率の向上 
 
 

４．研究成果 
[1] 医療電磁環境の概念と安全な無線通信導

入手順についての周知(論文④，学会発表
①，⑤，⑦～⑨，⑬，27，28，30) 
各年度の成果に基づいて，花田が電波

環境協議会の専門部会の座長代理として
活動すると共に，これまでの成果を活か
して総務省の総合通信局からの依頼によ
る講演や，九州地区の医療機関における
電波利用推進協議会の座長として周知を
図った。この結果平成 28 年に作成された
「医療機関において安心・安全に電波を
導入するための手引き」を元に平成 29 年
に発表された「医療機関における『電波
の安全利用規定(例)』」に成果が取り入れ
られた。 
これらの内容について，論文として投

稿し掲載されると共に，国際会議を含む
多くの学会において発表し，周知を図っ
た。 
 

[2] 医療機器・福祉機器と各種設備(電気設備
や空調設備)の電磁干渉の有無の調査 
 電力線に高速電力線通信(PLC)機器の
通信信号が重畳したことにより発生する
電磁ノイズの測定を行うと共に，医療機
器への影響の有無を調査した(論文⑤，学
会発表⑥，⑯，⑰，31，32) 。この調査
は，主に石田と花田が担当した。 
また，LED から発せられる電磁ノイズ

を中心として医用テレメータの受信障害
について実験を行った。これらの結果は
国際学会で発表すると共に論文として投
稿し掲載された (論文②，③，学会発表
③，④，⑩，⑪) 。この調査は，主に石
田と花田が担当した。 
また各種医療機器および病院内の設備

から発せられる電磁ノイズについて文献
や実例を調査し，国際学会で発表すると
ともに論文として投稿し掲載された(論
文①，学会発表②)。この調査は主に花田
が担当した。 
 

[3] 医療における無線通信技術導入例の実証
と導入の利欠点の整理(学会発表 24，26) 
医療現場向けの RFID を用いたシステ

ムの例として鋼製小物に取り付けたRFID
について，システムの機能と導入上の注
意点，利欠点をまとめた。結果は国際学
会において発表した。この調査は主に花
田が担当した。 
 

[4] 電磁界伝播シミュレーションを含む無線
通信の安全な導入手順の検討(論文④，学
会発表⑬，⑭，⑱～21，25，29) 
これまでの成果と合わせ[1]に挙げた

花田が座長代理を務める電波環境協議会
が平成 28 年に作成された「医療機関にお
いて安心・安全に電波を導入するための
手引き」および平成 29 年に発表された



「医療機関における『電波の安全利用規
定(例)』」に成果が取り入れられた。 
この内容について，論文として投稿し

掲載されると共に，国際会議を含む多く
の学会において発表し，周知を図った。 
 

[5] 電磁界伝播シミュレーション自体の精度
と効率の向上(学会発表⑫，⑮，22，23，
33，34) 
 特定の周波数帯のみの電磁波を遮へい
する技術についてのシミュレーションを
行い，周波数特性と空間特性を解析して
その有効性を示した。遮へい帯域の一例
として無線ＬＡＮの周波数帯を対象とし，
２次元解析におけるＴＭ・ＴＥ両偏波へ
の対応と３次元解析への拡張を達成した。
実証実験には至らなかったが，それを実
行するための有用な基礎データを得るこ
とができた。この成果は国内学会にて発
表した。この実験は工藤が担当した。 
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